


舟状骨は血行が悪いため、非常に治りにくい骨折の一つです。受傷直後に診断が付いた場合、ギプス固定で
治すこともあります。この固定が長期に及ぶことも多いため、最近では特殊ネジによる固定を行って治療期間を
短縮することも積極的に行われています。また偽関節になったものでは、放置すると手首全体が悪くなってくる
ことが多いため、手術が必要です。専門医（手外科医）の受診を勧めます。
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